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　令和７年４月９日（水）柏田集会所で近藤征昌（通称）団司郎さんによる漫談会を開催しました。当
集会所では毎週水曜日の午前中に地元住民による介護予防教室が開かれており、そのタイミングに
合わせて計画しました。30分と短い時間でしたが参加者を笑いの渦に巻き込んでいました。

漫 談 会漫 談 会 をを開 催 !開 催 !
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　少子高齢化の進展や家族形態の多様化、コミュニティ機能の低下が進む中、家族や公的制度だけでは
解決が難しい様々な地域課題が発生しています。一方では、住民一人ひとりが、自らの住む地域について
見つめ直し、地域を支える一員としてコミュニティの再構築のために、「地域力」への関心が高まっています。
このような中、本会は地域福祉を推進する中核的な団体として、住民のニーズに立脚した福祉事業の展開
や住民参加による地域福祉活動の高揚を図るとともに、小国町をはじめ関係機関・団体等と連携・協働し、
住民主体の原則に基づき、誰もが安心して暮らすことのできる社会の実現に向けて関係機関・団体等との
連携のもと、事業に取り組んでまいります。

（地域福祉）
やまびこネットワーク活動推進、サロン活動支援、ボ
ランティア活動の推進、福祉教育、生活支援コーディ
ネーター、心配ごと相談、フリースペース、ヤングケ
アラー相談、eスポーツ普及、生活困窮者自立支援、
広報誌発行、地域福祉権利擁護事業、生活福祉資金、
共同募金会、日本赤十字社、シルバー人材センター、
地域通貨、民生委員児童委員協議会事務局、地域
福祉推進員連絡会事務局、小国郷医療福祉あんしん
ネットワーク事務局
（児童福祉）
障がい児入所施設サポートセンター第一悠愛、障が
い児通所支援事業所くれぱす、短期入所事業、日中
一時支援事業、地域食堂ゆうあい
（障がい者福祉）
障がい者支援施設サポートセンター第二悠愛、障害
福祉サービス事業所悠工房、就労支援センター陽な
たぼっこ、大豆工房小国のゆめ、グループホーム事
業所、自立生活援助センター、短期入所事業、相談
支援センター、地域活動支援センター
（高齢者福祉）
養護老人ホーム悠和の里、グループホームなごみ、
居宅介護支援事業所悠ゆう、訪問介護事業所、グリー
ンハートおぐに、福祉有償運送

令和７年度事業計画　社会福祉法人小国町社会福祉協議会

「地域でつながる・つながりで支える」
資金収支予算� （単位：千円）

勘��定��科��目 予算額

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

会費収入 950
寄附金収入 1,400
経常経費補助金収入 20,560
受託金収入 4,463
事業収入 289
介護保険事業収入 122,722
老人福祉事業収入 105,363
児童福祉事業収入 49,524
就労支援事業収入 171,970
障害福祉サービス等事業収入 1,258,524
受取利息配当金収入 8
その他の収入 3,602
事業活動収入計（１） 1,739,375

支
出

人件費支出 1,080,706
事業費支出 189,693
事務費支出 191,410
就労支援事業支出 230,337
住民会費事業支出 870
共同募金配分金事業費 810
支払利息支出 3,213
その他の支出 1
事業活動支出計（２） 1,697,040

事業活動資金収支差額（３）=（１）－（２） 42,335

施
設
整
備
等
そ
の
他
の
活

収
入施設整備等収入計（４） 0
収
支
出

設備資金借入金元金償還支出 38,160
固定資産取得支出 71,130
施設整備等支出計（５） 109,290

施設整備等資金収支差額（６）=（４）－（５） △�109,290
収
入その他の活動収入計（７） 0
収
支
出

長期貸付金支出 100
積立資産支出 2,350
その他の活動支出計（８） 2,450

その他の活動資金収支差額（９）=（７）－（８） △�2,450
予備費支出（10） 0
当期資金収支差額合計（11）=（3+6+9）-（10） △�69,405
前期末支払資金残高（12） 539,404
当期末支払資金残高（11）＋（12） 469,999

目 標
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高齢福祉課だより高齢福祉課だより

「グリーンハートヘルパーステーション」
　福祉・介護サービスを利用される方が安心した生活が送れるように、より質の高いサービスを提供致します。
　また、自立支援を目指した支援の取組みに努め、地域に根差した活動を行っております。　　　　　　
　提供範囲：原則として小国町内
主なサービス内容

介護保険法による訪問介護、 身体介助（入浴介助、排泄介助、通院介助など)、 生活援助（掃除・調理など）
障害者総合支援法による訪問介護

小国町社会福祉協議会
高齢福祉課課長
悠和の里　施設長
有働 多津美

【栄養部】悠和の里・グ
リーンハートおぐに・グ
ループホームなごみの
お花見弁当を作りまし
た。安心・安全で四季を
感じていただけるよう
食事作りを心がけてい
ます。

　拝啓　春の風が心地よい今日この頃でございます。皆様にはますますご清祥のこと
とお慶び申しあげます。
　さて、4月1日付けにて養護老人ホーム「悠和の里」施設長併せて小国町社会福祉協
議会高齢福祉課課長を拝命いたしました。　
　介護支援事業所「悠ゆう」在職中は多大なご厚情を賜り厚くお礼申し上げます。
今後は微力ながら新しい職務に邁進し、一日も早く入所者様や地域の皆様及び高齢
福祉課職員一同が、今まで以上に心豊かに笑顔の絶えないような介護福祉事業所を
目指して努力していきたいと思っております。
　なにとぞ今後ともご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたしましてご挨拶とさせて
いただきます。 敬具

介護支援事業所 「悠ゆう」
　要介護認定等の代行申請、ケアプラン作成、サービスの調
整などを行っております。また、介護についてのご相談も承っ
ております。

「グループホームなごみ」
　グループホームなごみは、認知症と診断を受けた方が住
み慣れた地域で家庭的な雰囲気のもと可能な限り自立した
日常生活を送る事が出来るよう、食事や入浴などの生活上
の支援を行っています。

住宅型有料老人ホーム 「グリーンハートおぐに」
　当施設は令和2年10月1日に定員20名で開設しました。ご利用者様の
安心・安全な生活環境を確保するための介護サービスの提供、医療機関
との連携の構築を目指しています。これからも明るく家庭的な雰囲気づく
り・地域や家族との結びつきを重視した運営と共に、職員の適切なケア提
供に努めていきます。　　
　要介護度1～5までの認定を受けられた方が対象となります。
　今後ともよろしくお願いいたします。　
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　4月6日、恒例の権現祭が開催されました。神事では宮司さんが玉串を捧げると、保護者役員、
施設長に続き最後は利用者代表が堂々と役割を果たされました。その後も玉串を捧げたいと申
し出る利用者の方々が真剣に手を合わせる様子も見られ、とても誇らしく感じました。
　神事が終わると数日前から利用者の方々のみならず、職員も楽しみにしていたお花見会が行
われました。少し風の冷たく感じられる中でしたが、皆さん桜とお弁当を楽しまれていました。豪
華なお花見弁当と風に乗ってヒラヒラと舞い散る桜を見ながら、春の気配を感じる事ができまし
た。 　（江田　裕樹）

　４月１９日（土）どげん会の花見をすずかれんで開催しました。今回は、利用者さん３４名の方が参加をされました。
前田会長の挨拶は、あっと言う間に終わってしまい、乾杯後、皆さんお酒、食事　会話を楽しまれていました。中に
は、少し飲みすぎた方もいたようでしたが、無事に終えました。次回は、夏の予定です。　 （橋本　美穂）
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　　　どげん会 お花見会　　　どげん会 お花見会  

権 現 祭権 現 祭（お花見会）（お花見会）

4 月 19 日（土曜日）
レストランすずかれん
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昨年度、当初は鶏も500羽ほどでしたが、今では1000羽飼育となっています。卵の採卵の数も増え、作業
員たちの仕事も日に日に増えていきました。ですが、日頃の仕事に対する真剣な取り組みや努力、なにより、
利用者の皆様は商品にプライドを持ち作業に取り組まれています。そこで、今年度の目標は「さらなる品質向
上」　昨年、衛生、飼育管理がかなり安定してきました。ですが、それに甘えず、さらなる、品質向上を小国の
ゆめ全員で目指し、お客様に安心安全な食材を提供していきます。

　令和7年3月26日　児童発達支援にじいろでは年度内3回目の親子療育を南小国町清流の森にて開催い
たしました。くれぱすでは、子どもたちの1年間の育ちのあゆみを友達や親子、家族みんなで喜び合う「大きく
なったお祝い会」を年度のまとめとして行っています。お祝い会では、親子で散歩や集団遊びを楽しみ、保護
者・職員からのお手紙・思い出の写真を子どもたちへ贈り、みんなでお弁当を食べました。一つ大きくなった
ことの喜びや就学・進級への期待感をみんなで分かち合う素敵な時間となりました。　 （佐藤　綜馬）

鶏卵事業も 4 年目になります鶏卵事業も 4 年目になります

第一悠愛
くれぱす～大きくなったお祝い会～～大きくなったお祝い会～にじいろ 

親子遠足
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小田　智美　

４月から第一悠愛・来未寮に配属になりました小田智美です。
ご利用者の皆さんが安心して楽しく過ごせるよう頑張っていきますので
よろしくお願い致します。　　　　　　　　　　　　　　　

黒川　卓臣
4月から入職し、第一悠愛・来未寮の配属になりました黒川卓臣です。
少しでも早く仕事を覚えて、ご利用者の皆さんが穏やかで充実した日々
が過ごせるように努めたいと思います。よろしくお願いします。　

西田　雄吉
初めまして。小国町立宮原保育園からきました大阪出身の西田雄吉です。
趣味はラグビー指導とスポーツ観戦です。
小国郷ラグビークラブ「スマイルズ」というチームを作って25人の子供た
ちと一緒にに楽しんでいます。くれぱすで子どもたちが楽しい思い出や
少しでも成長したと思える経験を一緒に積んでいきたいと思います。

矢津田　美幸
2月より高齢福祉から異動してきました矢津田美幸です。まだまだ分から
ない事だらけですが精一杯頑張っていきたいと思います。よろしくお願
いします。

ニンプウィンピュー
こんにちは。私はニンプウィンピューです。21歳です。家族は6人で私は
末っ子です。趣味は絵を描く事と料理を作ることで甘いものが大好きで
す。日本語を上手く話せるように勉強しています。仕事を一生懸命頑張
りますのでどうぞ宜しくお願いします。

イースェタン
こんにちは。私の名前はイースェタンと申します。趣味は音楽を聴きなが
ら本を読むことです。料理を作ることも好きなのでミャンマーの料理だけ
でなく外国の料理も勉強したいです。今は日本で介護の勉強をして職場
で一生懸命頑張っています。
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　3月4日天空の豆畑にて、本年度送別会を行いました。
本年度は6名の卒寮生を送りました。皆さん豪華なお料
理を食べながら、思い出を談笑しながら楽しまれていまし
た。会の終わりには、卒寮生と一年間担当した職員が前
で集まり、これまでの思いやこれからの希望・夢に向かっての言葉を職
員より卒寮生へメッセージを添えてプレゼントが送られ、それを受けて、
卒寮生の皆さまから一言、感謝と決意のメッセージを頂きました。
　改めまして、来未寮を卒寮された皆さんへご卒業おめでとうございま
す。
　これより先の未来へ向けてそれぞれの夢・希望が叶いますよう影なが
ら応援しています。 （担当　福嶌）
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令和6年度令和6年度 事業成果発表会 事業成果発表会

2025年4月度2025年4月度　　にこりほっと　優秀賞にこりほっと　優秀賞　　
タイトル：タイトル：「自分でできたんですか」「自分でできたんですか」

　今春は寒い日が続き、
桜の花も永く楽しむことが
出来ました。新年度となり
人々の新しい門出を力強
く後押ししているかのよう
でした。私たち広報も構
成員が変わり、装いを新
たに皆様にわかりやすく
明るい記事を広くお届け
できるよう頑張っていきた
いと思いますので、今年度
もよろしくお願いします。
 （荒尾　一磨）

ご利用者様：楢木野理佳様
　朝から「お部屋で『ライオンキング』のDVDが見たい」と言われていた理佳さん、朝ごは
んが終わってから見てくださいと伝える。10時に手にDVDを持ち「これが見たいです」と
言われる。「自分で見ることが出来るでしょう」とお話すると「出来ないってー」と言われるの
で、一緒に居室へ移動する。以前より何度も担当がDVDの操作は伝えていることを聞いて
いた為、「では理佳さん、DVDを入れるところを開けてください」「ここ」「そうです」と答える
とボタンを推し開閉、「ここにDVDを入れて下さい」「こう？」「はい」「入れたよ」「ではまたこ
のボタンを押して下さい」「はい押したよ」と一連の操作が終わると、DVDが入っていた容
器のラベルを一生懸命にもとに戻そうとされる理佳さん。その間に『ライオンキング』が始
まったので「ほら理佳さん、『ライオンキング』が始まりましたよ。全部自分で操作できたじゃ
ないですか」とお話すると、下を向いてラベルを触っていた手が止まり、顔を上げてこれでも
かというくらいに目を大きくあけ「ほんとですか自分でできたんですか」と嬉しそうに言われ
る理佳さん。「はい、私は何もしていません。全部、理佳さんが自分でしましたよ」と再度伝え
ると、とても嬉しそうに「自分でできた、自分でできた」と何度も繰り返されていました。少し
の手助けで自分でできる事の喜びを知った理佳さんににこりほっとです。　 （室原　郁子）

　令和7年2月28日、令和6年度事業成果発表会が行われました。事業成果発表会は、平成26年からの取
り組みで、今年で11回目を迎えることができました。事業成果発表会では、入所支援・グループホーム・障
がい児支援・就労支援・相談支援など10事業所からの取り組みを報告しています。今年は、以下の事業所
の発表者が入賞をされました。
　最優秀賞　サポートセンター第二悠愛「施設入所支援」　佐藤宏光
　優秀賞　　大豆工房　小国のゆめ　　　大塚竜太朗　古賀翔
　特別賞　第二悠愛相談支援事業所　橋本真次　　　特別賞　悠工房　佐藤紗矢香　石松美穂　

総評：サポートセンター悠愛理念「ご利用者がその人らしく幸せな人生を送れるよう支援
いたします」が、全ての事業所に浸透していることを実感した発表会でした。児童やご利用
者のために、職員の皆さんが葛藤しながらも、その幸せのために尽力していることを、また、
その成果の一部を知ることができ、とても誇らしい気持ちになりました。悠愛の職員の皆様
の努力に心から感謝します。ありがとうございました。
◎感想と抱負 最優秀賞　サポートセンター第二悠愛「施設入所支援」　佐藤宏光さん
　発表した利用者の方は入所当初より夜間帯の課題行動が多く、安心した生活が送れるよ
うに会議等で話し合い支援してきたが、なかなか改善が見られず。他の事業所に相談し助

言をもらうこともあったが、継続した支援を行うことで徐々に安心して夜間帯休めるようになってきた。また入所以前は社
会参加する場面がほとんどなかったが、外食や買い物、旅行へチャレンジしていろんな経験を積むことができ、日中生活
の充実を図ることができた。日中活動でも個別ワークや運動、行事であるクッキングや園芸活動に参加することで充実し
た時間を送ることができ、夜間帯の生活にもいい影響がでており、改めて社会参加をすることや意思決定支援の大事さを
感じた。支援員一丸となって取り組んだ成果であり、これからもご利用者の方がその人らしく幸せな人生を送れるように
支援していきたいと思いました。 （佐藤　宏光）

編集後記編集後記
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１．心配ごと相談所
開　設　日 開設時間 会　　場
５月９日（金）

午前10時から
午前12時

おぐに町民
センター2階

６月６日（金）
７月７日（月）
８月８日（金）
９月５日（金）

２．配食サービス
　毎週２回（火曜・金曜）実施

令和7年5月〜令和7年9月の予定

３．ふれあいサロン（つどいの広場）
地区 名　称 会　場 日　程 時間

宮原

宮原 3 部
サロン 町民センター

５月12日（月）
５月19日（月）

13：30
～

15：30

６月２日（月）
６月16日（月）
７月１４日（月）
７月 28日（月）
８月４日（月）
８月18日（月）
９月１日（月）
９月２９日（月）

宮 4・9
サロン 柏田集会所

５月14日（水）
５月28日（水）

10：00

～

12：00

６月11日（水）
６月２５日（水）
７月９日（水）
７月23日（水）
８月27日（水）
９月10日（水）
９月24日（水）

上田 上田 1 部
サロン

上田多目的
集会所

５月14日（水）
５月28日（水）

13：30

～

15：30

６月11日（水）
６月25日（水）
７月 ９日（水）
７月 23日（水）
８月27日（水）
９月10日（水）
９月24日（水）

北里 北里 2 部
サロン ふれあい会館

５月22日（木）
10：00

～

12：00

６月26日（木）
７月24日（木）
８月28日（木）
９月25日（木）

地区 名　称 会　場 日　程 時間

西里

西里 1 部
サロン ゆけむりの館

５月１３日（火）
13：30

～

15：30

６月17日（火）
７月15日（火）
８月12日（火）
９月９日（火）

西里 3 部
サロン 下明里公民館

５月22日（木）
13：30

～

15：3

６月26日（木）
７月24日（木）
８月28日（木）
９月25日（木）

下城

下城 1 部
サロン 坂下公民館 ５月29日（木）

10：00

～

12：00

弓田サロン 弓田公民館

５月27日（火）
13：30

～

15：30

６月24日（火）
７月22日（火）
８月26日（火）
９月30日（火）

黒渕

黒 1 部
サロン 神原西公民館

５月１日（木）
５月15日（木）

10：00

～

12：00

６月２日（月）
６月16日（月）
７月１日（火）
７月15日（火）
８月１日（金）
９月１日（月）
９月16日（火）

黒 4・6 部
サロン

蓬莱団地
公民館

５月15日（木）
13：00

～

15：30

６月５日（木）
７月25日（金）
８月５日（火）
９月５日（金）

※  開催日は、天候や地域の行事等で、急遽変更される場合もあります。

　小国町社会福祉協議会では小国町に
おいて地域福祉活動を推進するボランティ
ア団体やグループに対して運営費や活動
費の一部として助成金を交付します。
助 成 金　１件あたり３万円（年間）を

上限とします。
申込期間　５月１２日（月）から７月１４日（月）
申込方法　申請書を小国町社会福祉協

議会に準備しています。
※この事業は共同募金を財源にしています。

令和７年度ボランティア育成助成金
及び家族の会育成助成金のお知らせ 　本年度も赤十字推進事業運動が展開されています。

　法人、団体、個人の皆様のご協力のおかげで、
小国町では昨年度「９３８，５３４円」の会費と寄付
が寄せられました。この会費等は、国内外で被災さ
れた方々への救援物資（生活用品等）や災害救
助事業のほか家庭看護法、幼児安全法、水上安
全法、ボランティア講習会などの開催や国際活動な
どの様々な日赤の活動に活用され、世界中で役立
てられています。
　日赤活動の趣旨をご理解のうえ、本年度も日赤赤
十字社の会費納入についてご協力をお願いします。

日本赤十字社熊本県支部　小国分区長　渡邉誠次

令和
7年度 日本赤十字社「会費納入」ご協力のお願い
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